[bookmark: _Hlk103166844][bookmark: _Toc84334888]若者が仕事の世界に関わる必要性
ご両親と保護者・介護者の皆様向けの情報
若者には、仕事や有給の雇用、職場で評価されるスキルについて、雇用主から学ぶ機会が提供されるべきです。これは、大学へ直接入学を希望する方に限らず、卒業・退学後に更なる職業訓練を受ける予定の方やすぐに就職予定の方など、すべての若者に当てはまります。
仕事の世界に関わることは、若者が学校で学んでいることとの関連性への理解を深め、視野を広げ、向上心を高め、仕事や進路・キャリアの可能性の幅を明らかにする上で助けになります。
若者には、以下のような機会の提供が求められます。
· 信頼に値する人間だと証明する機会
· 仕事の仕方を理解していることを示す機会
· 自信を高める機会
· スキルを磨く機会
若者が仕事の世界を体験する機会の例は、以下となります。
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· アルバイト（パートタイム・カジュアル）
· 学校プログラムを通した職場学習や職場体験
·  職場観察（ワークシャドーイング）や職場見学
· ボランティア活動
· トライアルとインターンシップ
· スポーツクラブ
· 起業やスタートアップ
このような体験は、雇用を確保・維持し、職場で成長するために必要な知識やスキルの構築に役立ちます。

仕事能力の構築
仕事能力とは、将来の学習や仕事、生活への準備で若者に必要とされるスキルや知識、理解力のことです。これらは応用可能なスキルで、生活や職場で、若者が他者と上手に関わり、首尾よく対処し、前に進むことを可能とするものです。 

教育省（Department of Education）が明らかにした、仕事能力に不可欠なスキルは、以下の通りです。

	- 創造性
	- 対人関係、人間関係のスキル

	- クリティカルシンキング
	- チームワークと協力

	- 識字・計算能力、デジタルリテラシー
	- 適応力と回復力（リジリエンス）

	- 問題解決能力
	- 自発性

	- 文化的共感
	- 計画・企画力と運営力

	- 倫理的誠実さ
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